











































































●シンポジウム (14: 30 ~ 16 : 30) 
テーマ：高校新科目の可能性と課題
（文責野口貴大）
今回のシンポジウムは，「高校新科目の可能性と課題」をテーマに，高校の社会系科目の役割，地理と歴史と公民
の連携を主な論点として議論するものであった。「地理総合」を泉貴久氏（専修大学松戸高等学校），「歴史総合」を
中尾敏朗氏（群馬大学），「公共」を山本智也氏（筑波大学附属駒場中・高等学校）が発表された。なお，コーデイネー
ターを唐木清志氏（筑波大学），コメンテーターを井田仁康氏（筑波大学）が務められた。発表では新科目創設の背
景と具体的内容，期待される授業実践，課題が整理された。
三者の発表を概括すると，「地理総合」，「歴史総合」，「公共」は総じて，現代的な諸課題解決に向けて生徒が主体
的に解決策を構想，社会参画することを目指すものである。新科目創設の背景には地球規模の課題，国内や地域の課
題からなる社会のニーズ，各科目に関する個別的な課題，現代的な教育課題への対応等がある。授業実践例としては，
生徒にとって身近な題材や論争的な問題を扱い，種々の問いの設定を通じて内容を探究し，解決策を構想するものが
示された。課題として，授業時間の確保，評価の仕方，教員研修の場をいかに確保するか，小・中・高の連携，生徒
の資質・能力を育てる現場のノウハウ向上，単元構成のあり方，科目間連携，大学入試をはじめとする各種試験への
対応が挙げられた。
発表を受けて井田氏が，各科目の役割と連携に関する内容を問うた。主なものとして，泉氏には，何ができたら
「課題解決」達成か，歴史・公民に何を求めるか。中尾氏には，歴史における「考察」とは何か。山本氏には，「課題」
及び「解決」とは何を指すのかといった質問がなされた。泉氏は，様々な見解を踏まえ判断・決定する，解決に向か
うプロセスを評価すると回答した。歴史は原因究明公民には価値判断を求め，その点で連携を目指すと解答した。
中尾氏は，事実間の繋がりを捉え，歴史的事実を可変的なものとして追究し捉え直すことが歴史における考察である
と回答した。山本氏は，「課題」として論争的であること，価値のレベルを含むことを要素として， さらに社会のあ
り方など抽象度の高いものも含まれると述べた。「解決」とは方向性であり，第三者的視点からの批評にとどまらな
いことを指すと述べた。こうした質疑応答を基に，会場からも多数質問があり，活発な議論が展開された。各科目に
おける「課題」とその「解決」，「考察」「構想」のあり方，社会系科目としての連携と棲み分けなど，重要な論点が
示されたシンポジウムであった。
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